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１年次・学級づくり合宿２ －カッター研修 !!!!!－
◆今号の記事は，１Ｃ担任の谷田部先生がまとめてくれました。

２日目，当日の夕方からは荒天の予報がでていたため，急きょ予定を変更し，午前中
にカッター研修を実施しました。鴨川青年の家の所員の方から30分ほどの説明を受けて
「いざ！出発！」。港に着くと，４隻のボートが待機しており，各クラスの半分が乗船。
最初は，どの船もおぼつかない様子で，波にのまれていましたが，次第に波を捕まえら
れるようになっていきました。40分程の研修を終えるころには，どのクラスもスムーズ
に船を進められるようになりました。また，次に乗船したグループも，掛け声を担任の
先生の名前やクラスの合言葉にするなど工夫し，楽しそうに船を漕いでいました。
生徒たちの振り返りのＲ８０からは，大きな声を出し，最後まで協力することの大切

さに気付くことができた様子が伝わってきます。この研修を通して，生徒たちは精神的
に成長することができたようです。
●カッター研修では，皆で協力し，最後までやりきることができたと思います。大きな声をだすこと
で，皆の息がそろって，クラスの絆もより一層深まったのではないかと思います。

●これまでにない貴重な経験でした。楽しいことばかりでなかったけれども，友人と協力することの
大切さや具体的な操作方法や仕組が分かって良かったです。

●初めて説明を受けたときは，正直できるかどうか不安でした。しかし，実際にやってみるととても
気持ちがよく清々しい気持ちになった。皆と協力できてクラスの絆がさらに深まったと思う。

●カッター研修では，皆で息を合わせて一生懸命に漕ぎました。私は２回乗ることができて，とても
疲れたけれど，とても思い出に残る経験ができて良かったです。

●カッター研修はとても楽しい思い出になりました。かいは重く，操るのはとても難しかったですが，
船を漕ぐと爽快感があり，皆と協力して船を進めているという感覚が，とても気持ちが良かったで
す。

●私にとって，カッター研修は，タイミングや力加減が分からず，とても厳しいものでした。ただ，
皆と協力して船を進めることができて，爽快感もあり，貴重な経験になったと思います。

●カッター研修を通して，皆と協力することの大切さを学びました。だから，今後も学級での活動場
面など，些細なことでも周囲に目を向け，協力し，クラス目標が達成できるようにしていきたいと
思います。


